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があった． contre-coup injury 4例中3例1r.頭蓋骨
々折を認め．受傷直後 CT上異常を認めなくても症
状から再検査が必要であることを痛感した．

















他には Facialart. External Maxillary art.及び

























































































































































































































































PPD, SK-SD, Candida, Mumps) による皮内反応，
リンパ球数， T.B細胞比率及び T.B細胞実数， PHA
リンパ球幼若化能について検討した結果，庖患者及ぴ
カルチノイドは，電顕形態学的，生化学的分析の進 脳腫現患者では他の良性疾患，健康者に比し皮内反応




症例は47才男子，健康診断のため受診し，偶然に注 週， 2週， 4週目で検討したところ，術後1週自にお
腸造影にて異常を指摘され，内視鏡 biopsyにて直腸 いてT細胞実数が増加するにもかかわらず PHAリン
カルチノイドと診断された，入院時の一般所見，生化 ノf球幼若化能が著しく低下しており，術後l週目で最
学的所見（とくに血中セロトニン， 5HIAA) K異常 もT細胞機能が低下し以後2週目より 4週自にかけ緩
は認めなかった．内視鏡にて，粘膜下腫湯の形態をし 徐なT細胞機能の回復傾向がみられた．
めす 1.5×1.5cmの隆起性病変をみどめたため，腹腔
